
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 平成２９年度団体表彰エントリーシート 

 

所属学校名 奈良教育大学附属中学校 

ＰＴＡ名称 育桜会 会長名 佐藤真理子 

応募部門 事業部門（ＰＴＡ主体で大学と連携した活動） 

事例名称 三附属実践交流会『幼・小・中ＰＴＡ合同ならまちフィールドワーク』 

【趣 旨】本学「附属学校園 PTA」(略して三附属)では、幼稚園、小学校、中学校の発展

を願って各校園の本部役員が集まり、合同 PTA として活動を交流しています。今年度は、

三附属の保護者の皆様に教養を高めていただく機会として、いつもの見慣れた奈良町の

風景の中に新しい発見をしたいと、世界遺産教育や文化遺産教育がご専門で、ＥＳＤの

推進者でもある、本准教授の中澤静男先生にご協力いただき、実施致しました。          

【内 容】 日  時 平成２９年１１月１４日（火） 

     講 師 奈良教育大学次世代教員養成センター准教授 中澤静男氏 

     散 策 大学集合→大仏殿前辺り→お昼ランチ→解散       

     集 合 奈良教育大学 

     解 散 お食事場所にて流れ解散                     

【当日の流れ】 受付→マップ配布→お土産代渡す→あいさつ(加藤学長先

生)→ルール説明(中澤先生)→出発→マップ参考に散策（お土産購入・マッ

プポイントクイズ）→昼食（中澤先生からの説明と答

えあわせ（各グループ自己申告制ポイントの上位から

グループで購入した品物を選び、参加者全員にお土

産)→中澤先生との懇親→解散 

 

 

 

        

～ 「ならまちフィールドワーク」を通じて ～ 

現代社会は昔の人々がより良い生活を目指して努力してきた成果であることを、普段私たちはあ

まり自覚せず、そうした先人の意思を受け継ぐという姿勢が弱くなっているかもしれません。人・

もの・こと・社会・自然と自分とのつながりに関心をもち、身近な世界遺産や地域遺産の価値を学

ぶことで、地域の良さを再認識し、地域社会を大切に思う心を培っていくことが肝要だと思いまし

た。現在の社会をさらに良いものにして将来世代に伝えていく責任が私たちにあることを、今回の

三附属交流会の沢山の発見を通して考えることができたように思います。 


